
 

 
平成 24 年２月 17 日 

各      位 

会 社 名  株式会社ヨンキュウ 

代表者名  代表取締役社長 笠 岡 恒 三 

（ＪＡＳＤＡＱ・コード 9955） 

問合せ先  

役職・氏名 常務取締役 清 水 敏 雄 

電話    0895-24-0001 

会 社 名  株式会社魚力 

代表者名  代表取締役社長 中 田 雅 明 

（東証第 2部・コード 7596） 

問合せ先  

役職・氏名 経営企画室長 尾後貫 隆 

電話    042-648-8868 

 

 

株式会社魚力と株式会社ヨンキュウとの資本・業務提携に関するお知らせ 

株式会社魚力と株式会社ヨンキュウは、平成 24 年２月 17 日開催の両社の取締役会において、資本・業務提携

を行うことを決議いたしましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

記 

１．資本・業務提携の理由 

両社を取り巻く水産業界は、従来から世界的に進行する水産資源の枯渇や若い世代を中心とした「魚離れ」

による魚消費の低迷という問題に加え、近時の放射能汚染の影響により食の安全性に対する消費者の不安が高

まったことにより、今後は一層厳しい状況を迎えるものと予想されます。株式会社ヨンキュウは、経営の合理

化や経営課題等への迅速な対応・改善に取り組み、収益確保に努めてまいりましたが、今般、株式会社魚力と

の関係を強化し、水産資源の安定した供給源の確保、商品販売力の拡大・強化、食の安心・安全を謳ったブラ

ンドイメージの確立等といった様々な施策を積極的に講じることにより、更なる業績向上、収益基盤の強化を

図ることを目指しております。 
株式会社魚力は、首都圏及び中京圏において鮮魚の販売や飲食店の経営を行っており、「安心・安全・満足」

の経営理念のもと、日本人にとって欠かせない「鮮魚を中心とした食生活」の充実に寄与することを目指して

おります。両社が資本・業務提携を行うことにより、株式会社魚力の販売ノウハウを活用することによる株式

会社ヨンキュウの商品の販路拡大を実現することが可能です。また、現在は養殖魚を中心とした取引を行って

いる株式会社ヨンキュウにおいて、養殖魚と同様に天然魚の仕入れにも注力している株式会社魚力との関係を

強化することは、天然魚の取引量増加に繋がり、ひいては多種多様な水産資源の取引を通じた両社の売上の増

加が期待できます。 

本資本・業務提携による関係強化は、水産資源の安定した供給源の確保、商品販売力の拡大・強化、ブラン

ドイメージの確立及び販路の拡大等といった複合的なメリットを両社にもたらし、かかるメリットは両社の成

長と発展に大きく寄与するものと考えております。 
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２．資本提携の内容 

株式会社ヨンキュウが保有する自己株式 400,000 株（発行済株式数の 3.46％、総額 345,600,000 円）を第

三者割当の方法により株式会社魚力に割当て、同社が株式会社ヨンキュウの株式を取得します。 
なお、株式会社ヨンキュウによる株式会社魚力を第三者割当先とする自己株式処分の詳細につきましては、

株式会社ヨンキュウが別途本日付けで公表するプレスリリースをご参照下さい。 
 

３．業務提携の内容 

両社間にて具体的に検討している業務提携の内容は以下のとおりです。 
① 両社がそれぞれ取り扱う水産物における「安心・安全」というブランドイメージの確立・定着に向

けた協業を行ってまいります。 

② 株式会社ヨンキュウの商品供給力と株式会社魚力の商品販売ノウハウの共用化をはかります。 

③ 両社共同で新規商品（新しいブランド魚等）の企画・宣伝等を行ってまいります。 

④ 株式会社ヨンキュウが今後商品化に取り組む養殖魚（マグロ・ウナギ等）につき、これを株式会社

魚力が積極的に仕入れるなどして共同で商業化に取り組む予定です。 

 

 

４．両社の概要 

（１） 商 号 株式会社魚力 株式会社ヨンキュウ 

（２） 本 店 所 在 地 東京都八王子市石川町 2969 番地５
愛媛県宇和島市築地町２丁目 318

番地 235 

（３） 代表者の役職・氏名 代表取締役社長 中田 雅明 代表取締役社長 笠 岡 恒 三 

（４） 事 業 内 容 
鮮魚･寿司の小売、鮮魚の卸売、飲

食店経営 

鮮魚販売、餌料・飼料販売、 

養殖用稚魚の生産・販売 

（５） 資 本 金 の 額 1,563,620,000 円 2,187,615,000 円 

（６） 設 立 年 月 日 昭和 59 年 12 月１日 昭和 38 年４月 26 日 

（７） 大株主及び持株比率 

（平成 23 年９月 30 日

現在） 

 

株式会社山桂        35.73％ 

山田 勝弘         4.99％ 

三上 和美         4.94％ 

株式会社みずほ銀行     2.74％ 

株式会社三菱東京 UFJ 銀行   2.74％ 

魚力社員持株会       1.92％ 

伊藤 繁則            1.37％ 

第一生命保険株式会社       0.82％ 

明治安田生命保険相互会社   0.68％ 

山田 貴史            0.68％ 

笠岡 繁樹       14.59％ 

笠岡 信夫        9.73％ 

笠岡 伸一        7.25％ 

有限会社シンセイ     6.30％ 

株式会社伊予銀行     4.13％ 

笠岡 恒三        2.86％ 

竹内 裕美        2.16％ 

時津 昭彦        1.47％ 

野村證券株式会社     1.32％ 

CREDIT SUISSE AG SURICH  1.05％ 

資 本 関 係 該当事項はありません。 

人 的 関 係 該当事項はありません。 

取 引 関 係

中央卸売市場内の荷受会社経由で、株式会社ヨンキ

ュウから仕入れた養殖魚を株式会社魚力が販売する

などの取引があります。 

（８） 当事会社間の関係等 

関連当事者への

該 当 状 況

両社は、それぞれの当事者の関連当事者には該当し

ません。また、両社の関係者及び関係会社は、両社

の関連当事者には該当しません。 



 

（９） 両社の最近３年間の経営成績及び財政状態（連結） 

株式会社魚力 

 平成 21 年３月期 平成 22 年３月期 平成 23 年３月期 

純 資 産 12,163,941 12,692,055 12,408,360

総 資 産 14,539,289 15,507,869 15,228,754

１ 株 当 た り 純 資 産 （ 円 ） 832.01 867.82 848.44

売 上 高 25,398,766 24,885,319 24,634,845

営 業 利 益 868,526 841,612 390,290

経 常 利 益 1,022,961 852,628 350,113

当 期 純 利 益 △78,699 414,919 130,768

１株当たり当期純利益（円） △5.38 28.38 8.94

１ 株 当 た り 配 当 金 （ 円 ） 20 20 20

株式会社ヨンキュウ 

 平成 21 年３月期 平成 22 年３月期 平成 23 年３月期 

純 資 産 17,791,538 17,091,729 17,229,763

総 資 産 20,658,918 19,406,416 19,513,680

１ 株 当 た り 純 資 産 （ 円 ） 1,614.45 1,636.50 1,732.76

売 上 高 33,040,966 28,199,812 27,309,211

営 業 利 益 △464,163 △364,417 233,869

経 常 利 益 △381,566 △156,787 444,902

当 期 純 利 益 △1,087,710 △393,010 444,780

１株当たり当期純利益（円） △96.97 △35.95 43.78

１ 株 当 た り 配 当 金 （ 円 ） 8.00 8.00 8.00

   （単位：千円） 

 

５．日程 

取 締 役 会 決 議 平成 24 年２月 17 日（両社） 

資本業務提携契約締結 平成 24 年２月 17 日（両社） 

 

６．今後の見通し 

本資本・業務提携による両社の平成 24 年３月期の業績に与える影響は、提携関係を開始した直後であり、

提携効果が業績に寄与するまでには至らないため軽微であると考えております。来期以降の業績に与える影響

につきましては、３．記載の各業務提携内容に沿って実施される具体的な業務提携内容が現時点では未定であ

りますので、判明次第お知らせいたします。 

 
以  上 

 
 
 
 
 
 
  


